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るパトロール活動
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等を通して、市民一人

日

一人が自分の ームペー

概
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施

69 901 950
身は

策

自分で守るという防犯

名

意識が高まるよう啓発

生

を行
②い、犯罪が起き

活

にくく安全で安心して

安

住めるまちづく
りを推

全

進する。 令和　７年度

・

の優先度

③1 　□ Ａ
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保育園の要望に基づき

基

、防犯教室及び不審者

本

侵入訓練を実施した。

目

多発する特殊詐欺につ

標

いて
■ 計画どおり 
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令和　５年度 は、

全

同報無線や市民メール

・

に加え、ホームページ

安

や三島市公式ＬＩＮＥ

心

で市民に注意を促した

に

。また、広報みし
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暮
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の評価 まの「防犯一

せ

口メモ」などによる情

る

報提供で市民の防犯意

ま

識の向上を図った。
□

ち

 進展なし     

要

 
■ 維持　□ 拡大

施

引き続き、小学校・幼

策

稚園・保育園の要望に

の

基づき、感染症対策を

目

徹底したうえで、防犯

的

教室及び不審者侵入訓
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事業区分 □ 自治事務

通

   □ 法定受託 

事

  □ その他
今後の

故

方向性 □ 縮小　□ 
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改善 練を実施する。ま

犯

た、三島警察署や他市

罪

町と協働で、街頭啓発

を

やパトロールなどを実

減

施する。特に特殊詐欺
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につ
（改善措置等）□
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は、警察やボランティ

自

アが主催する街頭啓発

ら
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学

民の防犯意識向上を図

び
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行
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す
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る

については、端数処理

消

により、他資料の決算
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額と差異が生じている

者

場合もあります。

を育成することで、安全
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安

費：千円）

防犯灯維持

心
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令和　５年度 令和　５
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せ

年度
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実

る

績 計画 実績 計画 決算 当

ま

初予算 決算 当初予算
全

ち

体事業概要
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防犯灯設

を

置率 ％ 100 95 10

つ

0 95
防犯灯の効果的

く

な設置や維持管理を行

る

う中で、夜間に （新設

こ

数/調査の結果、
おけ

と

る歩行者の防犯面及び
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交通面での安全確保を

施

図る 設置が必要とした

策

数） 41,226 39

の

,456 40,821
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38,731
。
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向

　７年度の優先度
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　 □ Ｄ　

町内会、

策

自治会からの要望に基

の

づき、設置基準に応じ

推

た適正な新設及び迅速

進

な修繕を行い、市民の

小

安全確保に努
■ 計画

学

どおり   
令和　５

校

年度 めた。防犯灯の不

・

点灯などがあった際に

幼

は地域協働・安全課へ

稚

通報してもらうように

園

呼びかけた。
□ 遅延

・

         
の

保

評価
□ 進展なし  

育

   

■ 維持　□ 

園

拡大 町内会・自治会か

の

らの要望に基づき、設

要

置基準に基づいた適正

望

な新設及び迅速な修繕

に

を行い、市民の安全確

基

保に
事業区分 □ 自治

づ

事務   □ 法定受

き

託   □ その他
今

、

後の方向性 □ 縮小　
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□ 改善 努める。防犯

内

灯の不点灯などがあっ

全

た際には地域協働・安

て

全課へ通報してもらう

の
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実施計画査定対象  
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□
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 廃止　　　　 

育園29園において防犯教室及び不審者侵入訓練を、新型コロナウイルス感染症対策に配慮しな
■ 計画どおり   

令和　５年度 がら実施した。多発する特殊詐欺については、警察からサギ電話多発の情報を受けた際に、同報無線や市民メール、三島市公式LINEに加え、広報みしまで特集記事を組
□ 遅延         

の評価 むことで市民に注意を促した。防犯灯は、町内会、自治会からの要望に基づき、設置基準に応じた適正な新設及び迅速な修繕を行い、市民の安全確保に努めた。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 引き続き、小学校・幼稚園・保育園の要望に基づき防犯教室及び不審者侵入訓練を実施する。また、三島警察署や
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全体事業概要
①

防犯啓

６

発情報発信回数（ 回 4

年

2 14 51 14
防犯教

　

室や講演会等による情

８

報発信、青色回転灯に

月

よ 広報みしま、ラジオ


